
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２９年に起きた「九州北部豪雨」。朝倉市を中心に甚大な被害がでました。２年生は「SDGs

宿泊研修」で朝倉市を訪問しましたが、当時の被害が分からないくらい復興は進んでいます。今年

は例年に比べて雨が少なく、豪雨による被害はありませんが、いつ私たちの身に降りかかってくる

かもしれません。一人一人が高い防災意識をもちましょう。 

① 降雨の概要 

平成２９年７月５日から６日にかけ、対馬海峡付近に停滞した梅雨前線に向かって暖かく非常に

湿った空気が流れ込んだ影響等により、線状降水帯が形成・維持され、同じ場所に猛烈な雨を継

続して降らせたことから、九州北部地方で記録的な大雨となりました。 

九州北部地方では、７月５日から６日までの総降水量が多いところで５００ミリを超え、７月の月

降水量平年値を超える大雨となったところがありました。また、福岡県朝倉市や大分県日田市等で

２４時間降水量の値が観測史上１位の値を更新するなど、これまでの観測記録を更新する大雨と

なりました。 

② 被害 

内閣府によると、死者・行方不明者は、朝倉市（３５名）、東峰村（３名）、日田市（３名）の合計４

１名が確認されています。住宅被害は、福岡県と大分県の合計で、全壊２８８棟、半壊１０７９棟、一

部破損４４棟、床上浸水１７３棟、床下浸水１３８３棟となっています（ただし台風２号による被害も

含まれています）。 

③ 河川の氾濫 

福岡県朝倉市では、蜷城地区で桂川が氾濫。添田町で彦山川が氾濫しました。大分県日田市

では大肥川の一部が溢れ、一部地区の孤立が生じました。日田市では花月川も氾濫しました。被

災地には大量の流木が見られ、河川に流れ込んだ総量はおよそ２０万トン、３６万立方メートルに

のぼると推定されています。土砂崩れでなぎ倒された杉などの木が川を流れ下り、川の流れをせ

き止めて氾濫させました。住宅地に押し寄せた流木によって、水流だけの場合よりも破壊力が増し、

家屋に大きな被害をもたらしました。流木は直接的な破壊以外にも、間接的に水流の圧が増すこと

による被害も生みました。日田市では花月川を渡る JR久大線の橋が流されましたが、流木が橋に

引っ掛かり、水がせき止められたことで水量が増し、橋により大きな力がかかったことが原因とみら

れています。 

④ 土砂崩れ 

大分県日田市の小野地区で、６日１０時半頃、大規模な土砂崩れが起きて土砂が民家に押し寄

せ、１人が巻き込まれて死亡しました。この土砂崩れで川がせき止められて土砂ダムができました。

真砂土と呼ばれる地質の山地は突然の豪雨に耐え切れず、各地で表層崩壊を起こしました。表層

崩壊によって杉の流木が川に流れ込み、ため池が決壊しました。スギなどの木が大量に生えてい

る人工林は間伐して日当たりを改善するなどの手入れをしなければ木が成長せず深い根を張れな

いため、森林管理が十分でなかったのではとも指摘されています。 

⑤ 避難指示・孤立状態救助 

７月６日午前８時３０分までに福岡・大分両県を中心にした合計約５１万７９００人に避難指示や

避難勧告が発表されました。また、両県の合計２９地区の集落が一時孤立状態となりました。 

⑥ 文化財の被害 

朝倉市にある国指定史跡でかんがい施設遺産にも登録されている朝倉三連水車に土砂が流れ

込み埋もれてしまったほか、同市普門院の重要文化財である本堂の一部も土砂に埋もれているな

ど、福岡・大分で国および自治体が指定・登録する文化財が少なくとも２０件が被災しました。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 お ぐ ら ＜校訓＞ 
自主 
創造 
協力 

防災意識をもとう！～九州北部豪雨の記憶～ 

九州北部豪雨で被

害を受けた「三連水

車」。現在は復旧して、

コメ作りなどに役立っ

ています。（２年生はレ

プリカを見学しました） 

九州北部豪雨から数年がたちました。朝倉市の復旧は進んでいます。２年生が SDGs

体験学習で朝倉市を訪問したように、私たちにできることは「忘れないこと」「関心をもつ

こと」です。これが今すぐ、誰にでもできる“ボランティア”なのです。豪雨被害以外にも、

（先日熊本でまた地震がありましたが）自然災害について学んでおくといいでしょう。 


